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臨
時
教
育
審
議
会
「
教
育
改
革
に
関
す
る
第
一
次
答
申
」
と
信
濃
教
育
会

小

　

林

　

洋

　

文

l
　
臨
教
審
第
一
次
答
申

は
じ
め
に

内
閣
直
属
の
臨
時
教
育
審
議
会
（
会
長
岡
本
道
雄
）
は
、
昨
年
二
九
八
四
年
）

九
月
五
日
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
我
が
国
に
お
け
る
社
会
の
変
化
及
び
文
化
の
発

展
に
対
応
す
る
教
育
の
実
現
を
期
し
て
各
般
に
わ
た
る
施
策
に
閑
し
必
要
な
改
革
を

図
る
た
め
の
基
本
的
方
策
に
つ
い
て
」
諮
問
を
受
け
、
わ
ず
か
九
ケ
月
余
り
の
ス
ピ

ー
ド
審
議
で
、
本
年
（
一
九
八
五
年
）
六
月
二
十
六
日
、
次
の
よ
う
な
柱
か
ら
成
る

「
教
育
改
革
に
関
す
る
第
l
次
答
申
」
を
提
出
し
た
。

教
育
改
革
に
関
す
る
第
一
次
答
申

は
じ
め
に

第
一
部
　
教
育
改
革
の
基
本
方
向

第
l
節
　
教
育
の
現
状

第
二
節
　
教
育
改
革
の
意
義

第
三
節
　
本
審
議
会
の
役
割

第
四
節
　
改
革
の
基
本
的
考
え
方

侶
　
個
性
重
視
の
原
則

㈲
　
基
礎
・
基
本
の
重
視

周
　
創
造
性
・
考
え
る
力
・
表
現
力
の
育
成

㈲
　
選
択
の
磯
会
の
拡
大

㈲
　
教
育
環
境
の
人
間
化

㈲
　
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行

閏
　
国
際
化
へ
の
対
応

㈱
　
情
報
化
へ
の
対
応

策
二
部
　
本
審
議
会
の
主
要
課
題

「
」
234567

第
三
部

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
教
育
の
基
本
的
な
在
り
方

生
涯
学
習
の
組
織
化
・
体
系
化
と
学
歴
社
会
の
弊
害
の
是
正

高
等
教
育
の
高
度
化
・
個
性
化

初
等
中
等
教
育
の
充
実
・
多
様
化

教
員
の
資
質
向
上

国
際
化
へ
の
対
応

情
報
化
へ
の
対
応

教
育
行
財
政
の
見
直
し

当
面
の
具
体
的
改
革
遵
言
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第
一
節

第
二
節
12

①㊦㊥

学
歴
社
会
の
弊
害
の
是
正
の
た
め
に

受
験
競
争
過
熱
の
是
正
の
た
め
に

大
学
入
学
者
選
抜
制
度
の
改
革

機
会
の
多
様
化
・
進
路
の
拡
大

大
学
人
学
資
格
の
自
由
化
・
弾
力
化

六
年
御
中
等
学
校

単
位
制
高
等
学
校

こ
の
答
申
に
は
、
以
下
に
指
摘
す
る
よ
う
に
多
く
の
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
審
議
会
の
メ
ソ
バ
ー
の
選
出
方
法
に
も
l
因
が
あ
る
。
委
員
の
中
に
教

育
学
の
専
門
家
は
一
人
も
入
っ
て
お
ら
ず
、
教
師
も
小
学
校
の
女
教
師
と
中
学
校
長

が
一
人
ず
つ
い
る
だ
け
で
、
あ
と
は
主
と
し
て
政
財
界
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。
学
者
・
文
化
人
も
ほ
と
ん
ど
保
守
的
な
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
ば
か
り
で
、
著
し
く
バ

ラ
ソ
ス
を
欠
い
て
い
る
。

へ
敬
称
略
・
数
字
は
年
齢
）

＜
審
議
会
委
員
＞

▽
会
長
　
岡
本
道
雄
（
前
京
大
学
長
・
七
こ

▽
会
長
代
理
　
石
川
忠
雄
（
慶
応
義
塾
塾
長
・
六
三
）
、
中
山
素
干
（
興
銀
特
別
顧

問
・
七
九
）

▽
第
一
部
会
長
　
天
谷
直
弘
（
国
際
経
済
交
流
財
団
会
長
・
五
九
）

▽
第
二
部
会
長
　
石
井
威
望
（
東
大
教
授
・
五
四
）

▽
第
三
部
会
長
　
有
田
l
寿
（
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
会
長
二
ハ
九
）

▽
第
四
部
会
長
　
飯
島
宗
一
（
名
古
屋
大
学
長
・
六
二
）

▽
内
田
健
三
（
法
政
大
教
授
・
六
二
）

岡
野
俊
一
郎
（
日
本
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
委
員
会
総
務
主
事
・
五
三
）

金
杉
秀
信
（
同
盟
顧
問
・
六
〇
）

木
村
治
莞
（
千
葉
工
大
教
授
・
五
二
）

香
山
健
一
（
学
習
院
大
教
授
・
五
二
）

小
林
登
（
国
立
小
児
病
院
小
児
医
療
研
究
セ
ソ
ク
ー
長
・
五
七
）

斎
藤
正
（
国
立
劇
場
会
長
・
七
〇
）

斉
藤
斗
志
二
（
日
本
青
年
会
議
所
前
会
頭
二
凶
○
）

須
之
部
量
三
（
杏
林
大
教
授
、
元
外
務
次
官
・
六
七
）

瀬
島
竜
三
（
伊
藤
忠
商
事
相
談
役
・
七
三
）

曽
野
綾
子
（
本
名
・
三
浦
知
寿
子
、
作
家
・
五
三
）

溜
昭
代
（
千
葉
市
立
園
生
小
数
静
・
四
七
）

堂
垣
内
尚
弘
（
前
北
海
道
知
事
・
七
一
）

戸
張
敏
雄
（
新
宿
区
立
戸
山
中
校
長
・
五
六
）

中
内
功
（
ダ
イ
エ
ー
会
長
・
六
二
）

細
見
卓
（
海
外
経
済
協
力
基
金
総
裁
・
六
五
）

水
上
息
（
東
京
都
儀
育
長
・
五
四
）

宮
田
義
二
（
鉄
鋼
労
連
最
高
顧
問
・
六
l
）

∧
審
議
会
専
門
委
員
＞

▽
第
一
部
会

菊
池
幸
子
（
文
教
大
教
授
二
ハ
二
）

木
田
宏
（
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長
・
六
三
）

高
橋
史
朗
（
明
星
大
助
教
授
・
三
四
）

俵
孝
太
郎
（
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
・
五
四
）

山
本
七
平
（
評
論
家
・
六
三
）

▽
算
二
部
会

石
井
公
一
郎
（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
会
長
・
六
l
）

高
梨
昌
（
信
州
大
教
授
・
五
七
）

坪
内
嘉
雄
（
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
会
長
・
六
四
）

矢
口
光
子
（
農
村
生
活
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
・
六
こ

産
山
太
郎
（
時
事
通
信
社
解
説
委
員
・
五
三
）
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▽
第
三
部
会

石
野
清
治
（
日
本
児
童
手
当
協
会
会
長
・
五
八
）

大
沼
淳
（
文
化
女
子
大
学
長
・
五
七
）

河
野
重
男
（
お
茶
の
水
女
子
大
教
授
・
五
八
）

下
河
原
五
郎
（
都
立
小
山
台
高
校
長
・
五
六
）

千
石
保
（
日
本
青
少
年
研
究
所
長
・
五
七
）

▽
第
四
部
会

公
文
俊
平
（
東
大
教
授
・
五
〇
）

黒
羽
亮
一
（
日
経
新
聞
論
説
委
員
・
五
六
）

佐
久
間
竃
（
千
葉
経
済
短
大
学
長
・
六
八
）

戸
田
修
三
（
中
央
大
教
授
・
六
二
）

渡
部
昇
一
（
上
智
大
教
授
・
五
四
）

人
格
主
義
教
育
へ
の
ス
タ
ー
ト

中
曽
根
首
相
は
同
日
、
臨
教
審
の
答
申
を
受
け
取
っ
た
後
、
次
の
よ
う
な
談
話
を

発
表
し
た
。会
長
始
め
委
員
等
各
位
の
ご
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
こ
の
答
申
を
受

け
、
今
日
の
教
育
の
荒
廃
を
解
決
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
正
し
い
教

育
の
軌
道
を
設
定
す
る
た
め
、
全
力
を
ふ
る
う
決
意
だ
。
と
く
に
国
民
の
強
い

要
望
に
こ
た
え
、
偏
差
値
に
よ
る
輪
切
り
等
の
画
一
的
教
育
の
是
正
と
大
学
入

学
者
選
抜
制
度
の
改
革
に
積
極
的
に
取
り
鼠
む
。
こ
れ
ら
の
諸
対
策
を
通
じ

て
、
校
内
暴
力
、
非
行
、
落
ち
こ
ぼ
れ
等
の
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
い

わ
ゆ
る
学
歴
社
会
の
弊
害
の
是
正
に
努
め
る
。
政
府
は
、
近
日
中
に
答
申
へ
の

対
応
を
決
め
る
予
定
だ
が
、
人
間
を
人
間
と
し
て
扱
う
、
人
間
味
の
こ
も
っ
た
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人
格
主
義
的
教
育
へ
の
改
革
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
答
申
を
と
ら
え
た
い
。

（
一
九
八
五
年
六
月
二
十
七
日
付
「
朝
日
新
聞
」
、
傍
点
引
用
者
）

首
相
は
人
格
主
義
教
育
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
と
言
っ
て
い
る
が
、
「
人
格
主
義
教
育
」

は
な
に
も
今
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
前
の
長
野
県
下
の
学
校
で
も
さ
か
ん

に
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
借
浪
教
育
会
の
主
流
に
さ
え
な
っ
て
い
た
言
葉
で

（1）
あ
る
。で

は
、
答
申
の
具
体
的
な
内
容
、
特
徴
点
を
み
て
い
こ
う
。

徳
育
の
強
調

ま
ず
第
l
に
目
に
つ
く
の
は
徳
育
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
教
師
の
意

識
、
指
導
体
制
、
指
導
力
な
ぜ
の
諸
要
因
に
よ
り
学
校
に
お
け
る
徳
育
が
十
分
な
成

果
を
挙
げ
て
い
な
い
。
」
「
近
代
科
学
技
術
文
明
の
発
展
に
よ
り
、
物
質
中
心
主
義
と

心
の
不
在
、
実
証
や
数
量
化
可
能
な
も
の
の
偏
重
、
崇
高
な
も
の
へ
の
畏
敬
の
念
の

欠
如
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
希
薄
化
、
生
命
を
尊
重
す
る
心
の
不
足
な
ど
の
問
題

が
生
じ
て
い
る
。
」
（
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
様
）
　
「
戦
後
教
育
改
革
に
は
、
や
や
も

す
れ
ば
我
が
国
伝
統
文
化
の
特
質
・
長
所
の
否
定
、
徳
育
の
軽
視
、
権
利
意
識
と
責

任
意
識
な
ど
を
滝
た
ら
し
た
面
が
あ
っ
た
…
…
。
」
「
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
徳
・
知
・
体
の
調
和
あ
る
発
育
で
あ
り
、
く
わ
え
る
に
感
性
と
技
能
の
育
成

で
あ
る
。
学
校
に
お
い
て
は
、
徳
育
、
知
育
、
体
育
に
つ
い
て
さ
ら
に
基
礎
・
基
本

の
徹
底
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
な
ど
の
表
現
に
よ
っ
て
道
徳
教
育
を
こ
と

さ
ら
強
調
す
る
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
み
る
が
、
そ
の
前

に
、
従
来
知
育
－
徳
育
1
体
育
と
表
現
さ
れ
て
い
た
の
に
、
今
回
知
育
と
徳
育
の
順

序
が
入
れ
替
わ
っ
て
徳
育
が
先
転
き
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

ない。非
合
理
主
義
の
押
し
っ
け

第
二
に
徳
育
の
強
調
と
関
わ
っ
て
、
そ
の
徳
育
の
中
味
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と

し
て
非
常
に
気
が
か
り
な
考
え
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
非
合
理
主
義
あ
る
い
は
神

秘
主
義
的
な
特
定
の
宗
教
観
・
世
界
観
を
公
教
育
に
押
し
っ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
引
用
し
た
部
分
「
教
育
荒
廃
な
ど
に
つ
い
て
は
、
近
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代
科
学
技
術
文
明
が
も
た
ら
し
た
諸
問
題
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
近
代
科
学
技
術
文
明
の
発
展
に
よ
り
、
物

質
中
心
主
義
と
心
の
不
在
、
実
証
や
数
量
可
能
な
も
の
の
偏
重
、
崇
高
な
も
の
へ
の

畏
敬
の
念
の
欠
如
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
希
薄
化
、
生
命
を
尊
重
す
る
心
の
不
足

な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
」
と
か
、
「
こ
れ
ま
で
の
教
育
が
社
会
の
急
速
な
変
化

へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
見
失
い
が
ち
で
あ
っ
た
自
由
と
個
性
の
尊
重
、
し
つ
け
と
自

己
規
律
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
豊
か
な
情
操
、
個
と
集
団
の
調
和
、
自
然
や
超
越
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的
存
在
を
畏
敬
す
る
心
な
ど
時
代
の
変
化
を
超
え
て
人
間
に
と
っ
て
不
易
な
も
の
の

重
要
性
を
改
め
て
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
い
う
部
分
に
そ
の
考
え
が
出
て
く

る
。
し
か
し
、
崇
高
な
も
の
、
日
に
は
見
え
な
い
超
越
的
な
人
間
の
力
の
及
ば
な
い

も
の
に
た
い
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
く
か
抱
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
人
の
内

面
の
自
由
の
問
題
で
あ
っ
て
、
公
教
育
に
お
い
て
画
一
的
に
押
し
っ
け
る
性
格
の
も

の
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
よ
う
な
過
ち
は
、
の
ち
に
み
る
倍
渡
教
育
会
の
学
力
観

に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

愛
国
心
の
重
視

第
三
に
愛
国
心
を
持
つ
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
教

育
の
現
状
分
析
」
　
の
所
で
、
記
憶
力
中
心
で
創
造
力
や
個
性
に
欠
け
た
人
間
を
つ
く

り
す
ぎ
て
き
た
こ
と
に
次
い
で
二
番
目
の
問
題
点
と
し
て
、
「
日
本
人
と
し
て
の
在

り
方
の
自
覚
に
欠
け
て
い
る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
審
議
会
の
第
四

の
役
割
と
し
て
、
「
戦
後
十
分
に
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
我
が
国
の
文
化
、

社
会
の
個
性
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
む
教
育
の
在
り

方
を
示
す
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
「
国
際
化
へ
の
対
応
」
と
し

て
、
「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
育
成
を
期
」
す
る
と
い
う
経
済
大
国
日
本
の

気
負
い
が
あ
ら
わ
で
あ
る
。
生
ま
れ
育
っ
た
祖
国
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
と
国
家
に

忠
誠
を
誓
う
こ
と
と
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
答
申
の
底
流
に

は
、
そ
の
へ
ん
に
つ
い
て
の
巧
妙
な
摩
り
替
え
が
あ
り
、
国
家
主
義
教
育
の
思
想
が

流
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

科
学
へ
の
一
面
的
批
判

第
四
に
、
教
育
の
荒
廃
の
責
任
の
す
べ
て
が
あ
た
か
も
近
代
科
学
技
術
文
明
の
発

展
に
あ
る
か
の
如
き
認
識
が
あ
る
（
第
一
部
第
一
節
の
㈲
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
教
育

の
荒
廃
の
責
任
の
分
析
と
し
て
は
的
ほ
ず
れ
で
あ
る
し
、
科
学
技
術
が
近
代
社
会
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
側
面
に
故
意
に
日
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
点
で
も
、
二
重
に
誤

っ
た
認
識
で
あ
る
。

文
部
省
を
免
罪

教
育
の
荒
廃
が
こ
れ
ほ
ど
進
ん
だ
要
田
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
政
府
・
文
部
省
が

一
貫
し
て
と
っ
て
き
た
差
別
と
選
別
お
よ
び
能
力
主
義
の
教
育
政
策
に
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
答
申
は
教
育
関
係
者
す
べ
て
に
そ
の
責
任
を
転
嫁
し
て
い
る
。
こ
れ
が
第
五

の
問
題
点
で
あ
る
。
答
申
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
今
次
教
育
改
革
の
成
否
は
、
第

一
に
政
府
の
対
応
い
か
ん
に
よ
る
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
教
師
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

親
、
す
べ
て
の
教
育
椒
閑
お
よ
び
学
ぶ
者
自
身
を
含
め
て
教
育
に
関
係
す
る
者
と
全

国
民
の
改
革
へ
の
意
志
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
へ
の
愛
情
と
責
任
感
に
ま
つ
と
こ
ろ
が

大
き
い
」
と
。
た
し
か
に
、
教
師
や
親
に
ま
っ
た
く
責
任
が
な
い
な
ど
と
は
私
も
決

し
て
思
っ
て
い
な
い
。
▼
と
り
わ
け
教
師
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
限
り
な
く
重
い
。
し

か
し
、
政
府
・
文
部
省
の
政
策
お
よ
び
管
理
と
指
導
の
あ
り
方
こ
そ
根
本
的
に
再
検

討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
認
識
に
政
府
・
文
部
省
が
立
た
な
い
限
り
、
教

育
改
革
を
い
く
ら
呼
ん
で
も
、
な
ん
の
実
効
も
も
た
ら
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

個
性
重
視
の
名
の
下
に
選
別
教
育
を
認
め
る

第
六
に
気
が
か
り
な
点
は
、
学
歴
偏
重
の
社
会
的
風
潮
が
受
験
競
争
の
過
熱
を
招

き
、
親
も
教
師
も
子
ど
も
も
「
偏
差
値
偏
重
、
知
識
偏
重
」
の
教
育
に
巻
き
こ
も
れ

て
い
る
、
と
そ
れ
自
体
は
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
指
摘
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
問

題
な
の
は
、
知
識
偏
重
の
結
果
が
「
子
ど
も
の
多
様
な
個
性
へ
の
配
慮
に
乏
し
い
教
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膏
に
な
っ
て
い
る
。
」
と
い
う
方
向
に
話
を
も
っ
て
ゆ
き
、
「
生
徒
の
能
力
、
適
性
な
ど

が
多
様
に
な
っ
た
が
、
教
育
は
、
こ
れ
に
十
分
対
応
し
得
ず
、
画
一
性
の
弊
害
が
現

れ
て
き
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
偏
差
値
の
偏
重
を
批
判
す
る

の
は
、
結
局
成
揖
だ
け
が
重
要
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
成
績
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
な

く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
は
l
人
ひ
と
り

多
様
な
個
性
・
適
性
・
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

の
能
力
・
成
績
に
合
っ
た
分
相
応
の
教
育
を
す
れ
ば
よ
い
。
成
績
の
悪
い
子
に
は
悪

い
子
な
り
の
教
育
、
つ
ま
り
程
度
を
下
げ
た
教
育
を
与
え
る
コ
ー
ス
を
進
ま
せ
、
成

故
の
良
い
子
に
は
高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
を
与
え
て
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
ま
せ
る
。

答
申
の
言
う
子
ど
も
の
多
様
な
能
力
・
適
性
・
個
性
に
応
じ
て
「
選
択
の
横
会
の
拡

大
を
図
り
」
、
「
画
一
的
な
教
育
・
指
導
に
陥
っ
て
い
る
傾
向
」
を
改
め
る
と
い
う
こ

と
は
、
平
た
く
い
え
ば
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
偏
差
値
に
よ
る
序
列
化

を
な
く
し
、
学
力
格
差
を
是
正
し
、
少
し
で
も
落
ち
こ
ぼ
れ
て
い
る
子
を
救
っ
て
ほ

し
い
、
ど
の
子
に
も
基
礎
学
力
を
き
ち
ん
と
つ
け
て
は
し
い
と
い
う
国
民
の
切
実
な

願
い
に
逆
行
す
る
提
言
で
あ
る
。
成
績
の
よ
し
悪
し
も
そ
の
子
ど
も
の
個
性
な
の
だ

か
ら
〝
落
ち
こ
ぼ
れ
″
な
ど
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
お
か
し
い
と
い
う
奇
妙
な
意
見

が
既
に
長
野
県
下
の
小
・
中
学
校
で
は
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
知
育
偏

重
の
批
判
が
ど
の
子
に
も
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
課
題
を
結
果
的
に

軽
視
し
、
多
様
な
能
力
・
適
性
・
個
性
の
重
視
の
主
張
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
と
問

題
点
を
合
理
化
な
い
し
隠
蔽
す
る
役
割
を
果
た
す
と
い
う
脈
絡
に
な
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
に
、
個
性
重
視
の
名
目
に
よ
る
コ
ー
ス
の
多
様
化
、
選
択
の
磯
会
の
拡

大
は
、
い
ま
ま
で
の
選
別
と
差
別
の
教
育
に
い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

教
育
基
本
法
の
解
釈
が
l
面
的

第
七
に
、
「
本
審
議
会
は
、
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
審
議
を
進
め
て
き

た
」
と
述
べ
、
戦
後
の
民
主
教
育
の
理
念
に
つ
い
て
「
戦
後
教
育
改
革
は
、
戦
時
下

を
中
心
と
す
る
軍
国
主
義
的
お
よ
び
痙
端
な
国
家
主
義
的
な
教
育
を
排
除
し
、
人
格

の
完
成
、
個
性
の
尊
重
、
枚
会
の
均
等
な
ど
を
基
本
と
し
て
、
民
主
主
義
、
自
由
・

平
等
の
理
念
を
教
育
に
お
い
て
も
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
の
認
識

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
教
育
基
本
法
の
解
釈
は
こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
不
十
分
で

あ
る
。
今
日
最
も
重
大
な
全
世
界
的
課
題
で
あ
る
平
和
を
希
求
す
る
精
神
、
真
理
と

正
義
を
希
求
す
る
精
神
を
、
す
っ
か
り
欠
落
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
故
意
に
落

と
し
た
の
で
あ
れ
ば
大
問
題
で
あ
る
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
れ
ま
た
問
題
で
審
議

会
委
員
の
見
識
が
疑
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

周
知
の
と
お
り
、
療
育
基
本
法
は
前
文
で
「
わ
れ
ら
は
、
さ
き
に
、
日
本
国
憲
法

を
確
定
し
、
民
主
的
で
文
化
的
な
国
家
を
建
設
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人
塀
の
福
祉

に
貢
献
し
ょ
う
と
す
る
決
意
を
示
し
た
。
」
「
わ
れ
ら
は
、
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、

真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
…
…
」
と
謳
い
、
第
一
粂
（
教
育

の
目
的
）
で
も
「
教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の

形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、
個
人
の
価
値
を
た
っ
と
び
、
勤
労
と
責
任

を
重
ん
じ
、
自
主
的
精
神
に
充
ち
た
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
己
と
謳
っ
て
い
る
。
私
が
傍
点
を
打
っ
た
部
分
は
い
ず
れ

も
教
育
基
本
法
の
真
髄
を
成
す
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
念
を
答
申
に
盛

り
込
ま
な
か
っ
た
其
の
動
棟
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
委
員
の
中
に
は
教
育
基
本
法
の
改

正
を
公
然
と
発
言
す
る
者
も
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
我
々
は
よ
ほ
ど
注
意

深
く
審
議
の
動
向
を
見
守
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

我
が
国
伝
統
文
化
の
重
視

第
八
に
、
教
育
基
本
法
は
そ
の
前
文
で
「
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な

文
化
の
創
造
を
め
ざ
す
教
育
を
普
及
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
、
戦

前
、
戦
中
の
欧
米
文
化
を
排
撃
し
て
我
が
国
の
文
化
的
伝
統
の
み
を
極
端
に
重
ん
じ

る
文
化
に
お
け
る
国
粋
主
義
を
強
く
戒
め
、
文
化
の
普
遍
的
な
面
に
も
十
分
目
を
向

け
る
よ
う
注
意
を
喚
起
し
た
。
し
か
る
に
、
答
申
は
「
と
り
わ
け
、
戦
後
教
育
改
革
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に
は
、
や
や
も
す
れ
ば
我
が
国
伝
統
文
化
の
特
質
・
長
所
の
否
定
、
徳
育
の
軽
視
、

権
利
意
識
と
責
任
意
識
の
不
均
衡
な
ど
を
も
た
ら
し
た
」
だ
と
か
、
「
戦
後
十
分
に

は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
我
が
国
の
文
化
、
社
会
の
個
性
を
し
っ
か
り
見
据
え

て
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
む
教
育
の
在
り
方
を
示
す
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
と

述
べ
て
、
再
び
文
化
に
お
け
る
国
粋
主
義
的
債
向
を
復
活
し
っ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、

先
に
指
適
し
た
道
徳
心
、
愛
国
心
、
非
合
理
主
義
の
強
調
な
ど
に
通
ず
る
性
格
の
も

の
で
あ
る
。
我
が
国
伝
統
文
化
の
特
質
・
長
所
だ
け
を
一
面
的
に
強
調
す
る
ね
ら
い

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
個
性
ゆ
た
か
な
文
化
は
、
伝
統
的
な
も
の
と
普
遍
的

な
も
の
と
が
う
ま
く
加
味
さ
れ
て
こ
そ
花
ひ
ら
く
は
ず
で
あ
る
。
答
申
は
、
し
か
し

他
の
部
分
で
は
国
際
化
時
代
に
対
応
し
て
国
際
的
に
開
か
れ
た
日
本
人
に
な
っ
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
も
首
尾
一
貫
し
て
い

ない。豊
か
な
人
間
性
の
回
復

中
曽
根
首
相
が
答
申
を
受
け
と
っ
た
後
「
人
間
を
人
間
と
し
て
扱
う
、
人
間
味
の

こ
も
っ
た
人
格
主
義
的
教
育
へ
の
改
革
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
答
申
を
と
ら
え
た

い
」
と
い
う
談
話
を
発
表
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
答
申
の
中
で
は
こ
う
書
か

れ
て
い
る
。
コ
l
十
一
世
紀
科
学
技
術
文
明
は
、
改
め
て
人
間
の
生
き
方
を
問
い
直

し
、
人
間
性
の
回
復
を
強
く
求
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
教
育
も
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
や
、
教
育
荒
廃
に
象
徴
さ
れ
る

様
々
な
病
理
現
象
と
そ
の
根
本
原
田
に
思
い
を
致
し
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
、
教

育
の
世
界
に
い
き
い
き
と
し
た
活
力
と
創
造
性
、
豊
か
な
人
間
性
と
心
の
触
れ
合
い

を
回
復
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
」

し
か
し
、
い
く
ら
こ
う
述
べ
て
も
、
偏
差
値
に
よ
る
序
列
化
と
競
争
原
理
を
学
校

教
育
か
ら
追
放
し
な
い
限
り
空
念
仏
に
終
る
だ
ろ
う
。
学
校
教
育
が
差
別
と
選
別
の

道
具
に
さ
れ
て
い
る
限
り
、
教
育
の
再
生
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

問
題
の
根
本
原
因
に
メ
ス
を
入
れ
な
い
限
り
、
教
育
の
荒
廃
状
況
は
止
ま
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
臨
教
審
に
は
現
在
の
教
育
問
題
を
解
決
で
き
る
能
力
も
資
格
も
ま

っ
た
く
な
い
。

個
性
重
視
と
信
濃
教
育
会
（
上
田
薫
）
の
理
論

第
十
。
最
後
に
、
答
申
は
「
『
個
性
重
視
の
原
則
』
は
、
今
次
教
育
改
革
で
最
も
重

視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
他
の
す
べ
て
を
通
ず
る
基
本
的
な
原
則

と
し
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
個
性
重
視
の
原
則
は
、
今
次
教
育
改
革
の
主
要
な
原

則
で
あ
り
、
教
育
の
内
容
、
方
汝
、
制
度
、
政
策
な
ど
教
育
の
全
分
野
が
こ
の
原
則

に
照
ら
し
て
、
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
で
述
べ
て
、
個
性

の
重
視
を
強
調
し
て
い
る
が
、
臨
教
審
の
言
う
個
性
の
重
視
は
言
い
換
え
れ
ば
教
育

の
自
由
化
、
す
な
わ
ち
多
様
化
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
さ
ら

に
説
明
す
れ
ば
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
す
る
教
育
に
反
対
し
て
い

る
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
臨
教
審
答
申
の
言
う
個
性
重
視
は
、
実
は
右
の
よ
う
な

所
に
本
当
の
ね
ら
い
が
あ
る
た
め
に
私
た
ち
は
反
対
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
長
野
県
の
義
務
教
育
界
は
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
す

る
教
育
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
十
数
年
来
さ
か
ん
に
言
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
信
濃
教

育
会
が
教
育
学
者
の
上
田
蕉
氏
を
理
論
的
指
導
者
と
し
て
仰
い
で
い
る
か
ら
で
あ

る
。
上
田
氏
の
教
育
理
論
の
特
徴
点
は
〝
個
に
即
し
た
教
育
″
、
す
な
わ
ち
個
性
の

尊
重
に
尽
き
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
へ
き
て
図
ら
ず
も
言
葉
の
上
で
は
ま
っ
た
く
同
様

の
こ
と
が
中
央
と
地
元
で
大
合
唱
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
私

た
ち
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
田
氏
の
個
性
尊
重
の
理
論
と
臨
教
審
の
言

う
個
性
重
視
の
原
則
が
同
じ
で
あ
る
と
は
患
い
た
く
な
い
が
、
結
果
的
に
臨
教
審
路

線
に
乗
じ
ら
れ
る
危
険
性
は
多
分
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

個
性
と
は
何
か
。
豊
か
な
個
性
は
ど
の
よ
う
に
し
て
育
つ
の
か
。
実
は
、
教
育
学

的
に
は
そ
の
こ
と
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
私
た
ち

は
、
ま
ず
そ
の
へ
ん
の
基
礎
的
な
研
究
か
ら
早
急
に
着
手
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
学

問
的
研
究
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
其
の
個
性
重
視
の
原
則
を
臨
教
審
の
そ
れ
に
対
置
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し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
私
た
ち
ほ
政
治
的
思
惑
に
左
右
さ
れ

て
拙
速
主
義
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
。

2
　
信
濃
教
育
会
の
教
育
認
識

わ
か
っ
た
よ
う
で
わ
か
ら
ぬ
「
豊
か
な
人
間
性
」
の
意
味

臨
時
教
育
審
議
会
の
「
教
育
改
革
に
関
す
る
第
一
次
答
申
」
を
読
ん
で
感
じ
た
こ

と
は
、
信
濃
教
育
会
の
各
種
研
究
委
員
会
が
出
し
て
い
る
研
究
報
告
書
の
内
容
と
の

叛
似
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
両
者
が
共
に
従
来
の
文
部
省
の
政
策
文
書
、
諮
問
機
関

の
各
種
答
申
の
線
に
沿
っ
て
そ
れ
を
魔
ま
え
て
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
近
刊
の
拙
著
『
信
濃
教
育
会
の
学
力
観
・
学
力
翰
Ⅱ
』
（
白
文
社
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

例
え
ば
、
答
申
が
打
ち
出
し
て
い
る
「
豊
か
な
人
間
性
（
こ
の
言
葉
は
臨
教
審
答

申
が
突
然
言
い
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
文
部
省
が
ず
っ
と
使

っ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
）
　
の
回
復
と
い
う
こ
と
は
、
借
換
教
育
会
の
重
点
教
科

研
究
調
査
本
部
委
員
会
の
研
究
報
告
書
（
『
改
訂
教
育
課
程
を
ふ
ま
え
て
実
践
上
今

後
留
意
し
た
い
問
題
点
』
一
九
八
三
年
、
信
濃
教
育
会
出
版
部
）
で
も
冒
頭
で
か
な

り
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
「
豊
か
な
人
間
性
と
い
■
う
ね
ら
い

は
、
わ
か
っ
た
よ
う
で
、
実
は
よ
く
，
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
」
（
三
ペ
ー
ジ
）
と
も
ら

し
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
抽
象
的
で
意
味
が
定
か
で
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
浪
教
育
会
関
係
者
の
本
に
は
人
間
性
と
い
う

言
葉
が
氾
濫
し
て
い
る
。

前
掲
の
報
告
書
で
は
、
人
間
性
の
意
味
に
つ
い
て
こ
う
規
定
し
て
い
る
。
「
人
間

性
と
は
、
人
間
愛
と
人
間
尊
重
の
精
神
で
、
実
践
の
立
場
か
ら
い
う
と
『
常
に
自
己

を
謙
虚
に
反
省
し
て
、
主
体
の
確
立
を
は
か
り
、
他
人
と
協
力
し
合
い
、
絶
え
ず
向

上
を
は
か
る
た
く
ま
し
い
創
造
的
生
命
』
」
（
三
Ⅰ
四
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
、
と
。
な
か

な
か
含
蓄
が
あ
る
虎
定
で
あ
り
、
こ
の
程
度
の
抽
象
的
な
規
定
段
階
で
は
別
に
問
題

が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

絶
対
的
な
も
の
へ
の
崇
敬

し
か
し
、
報
告
書
の
そ
こ
か
ら
先
の
部
分
は
、
答
申
と
共
通
す
る
問
題
を
含
ん
で

い
る
。
す
な
わ
ち
、
豊
か
な
人
間
性
は
文
化
性
、
社
会
性
、
身
体
性
の
三
つ
の
契
磯

に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
文
化
性
の
内
容
は
答
申
に
も
見
ら
れ

た
特
定
の
世
界
観
・
宗
教
観
た
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
性
を
育
成
す
る
三
つ
の

契
機
の
「
第
一
は
、
文
化
性
と
し
て
、
創
る
心
と
創
ら
れ
た
も
の
に
感
謝
畏
敬
の
心

－
　
の
精
神
的
存
在
で
あ
る
。
文
化
性
の
中
核
は
創
造
で
あ
る
。
創
る
心
は
、
創
造

の
喜
び
を
も
つ
と
共
に
、
ま
た
創
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
感
謝
・
畏
敬
の
念
を
1
も

つ
。
即
ち
、
生
命
の
畏
敬
・
自
然
の
摂
理
へ
の
幣
き
・
絶
対
的
な
も
の
に
崇
敬
の
念

を
も
つ
の
は
文
化
性
で
あ
る
。
」
（
六
ペ
ー
ジ
、
傍
点
引
用
者
）
。
さ
ら
に
、
文
化
性
に

つ
い
て
は
「
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
育
成
す
る
こ
と
。
崇

高
な
も
の
へ
の
志
向
、
敬
慶
な
心
、
祈
り
の
心
」
（
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
説
明
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。

既
に
答
申
の
批
判
の
部
分
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
種
の
性
質
の
問
題
は
各
人
の

内
面
の
自
由
の
問
題
で
あ
っ
て
、
公
教
育
の
場
で
一
律
に
と
や
か
く
い
う
べ
き
筋
合

い
の
も
の
で
は
な
い
。

信
濃
教
育
会
や
文
部
省
や
そ
の
諮
問
検
閲
は
、
な
ぜ
共
通
し
て
執
拗
に
こ
の
よ
う

な
非
合
理
主
義
・
神
秘
主
義
的
世
界
観
を
公
教
育
の
場
に
持
ち
出
し
て
、
す
べ
て
の

子
ど
も
に
画
一
的
に
注
入
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
其
の
ね
ら
い
を
私

た
ち
は
し
っ
か
り
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

線
対
称
で
神
仏
へ
の
祈
り
の
心
を
湧
き
起
こ
さ
せ
る
？

「
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
へ
の
畏
敬
の
念
」
の
強
調
は
、
一
般
論
に
と
ど
ま
ら

ず
、
つ
い
に
算
数
の
授
業
で
も
究
極
の
教
育
目
標
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
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る
に
至
る
。
信
濃
教
育
会
の
学
力
形
成
研
究
調
査
委
員
会
の
次
の
よ
う
な
指
導
事
例

は
、
誰
し
も
苦
笑
を
禁
じ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

算
数
科
で
「
線
対
称
」
の
例
を
あ
げ
る
と
、
…
・
‥
自
然
界
や
動
植
物
・
人
工

物
・
人
間
・
犬
・
猫
・
木
の
葉
の
均
亜
美
、
神
社
・
仏
閣
の
荘
厳
美
を
感
じ
る

の
は
、
み
な
「
線
対
称
」
で
あ
る
こ
と
に
驚
異
の
眼
で
、
必
ず
次
の
質
問
が
出

る
。
「
い
っ
た
い
、
こ
の
社
会
や
自
然
を
誰
が
遣
っ
た
の
で
す
か
。
」
と
。
教
師

は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
何
と
も
答
え
よ
う
が
な
い
。
教
師
自
身
が
幣
異
感
動
し

て
い
る
の
で
、
「
先
生
に
も
分
ら
な
い
。
人
間
以
外
の
造
物
主
（
神
様
）
が
造

ら
れ
た
と
思
う
。
」
と
い
う
以
外
に
答
え
よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
は
、

今
ま
で
人
間
の
力
が
万
能
と
患
っ
て
い
た
考
え
が
変
転
し
、
「
人
間
の
力
を
超

え
た
も
の
に
畏
敬
の
念
（
教
育
課
程
の
強
調
点
）
が
自
然
と
潰
き
、
宗
教
的
情

操
の
心
が
湊
き
、
神
仏
に
対
す
る
祈
り
の
心
等
、
つ
つ
ま
し
や
か
の
崇
敬
の
念

が
自
ら
出
て
く
る
。
価
値
あ
る
教
材
、
宗
教
心
を
涜
き
起
こ
す
教
材
が
、
こ
の

「
線
対
称
」
で
あ
る
。

（
『
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
学
力
の
と
ら
え
と
そ
の
実
践
』
一
九
八
三
年
、
倍
漢
教
育
会
出
版

部
、
l
四
ペ
ー
ジ
）

と
の
例
は
主
観
主
義
の
極
点
を
示
し
て
い
る
。
科
学
的
合
理
的
精
神
と
は
ま
さ
に

正
反
対
の
地
点
に
立
っ
て
い
る
。
臨
教
審
答
申
の
路
線
を
押
し
進
め
る
と
こ
の
よ
う

な
所
に
行
き
着
く
と
い
う
一
つ
の
具
体
的
な
見
本
を
、
信
濃
教
育
会
は
臨
時
教
育
審

議
会
や
文
部
省
よ
り
も
数
歩
先
ん
じ
て
示
し
て
い
る
。

（
一
九
八
五
年
九
月
十
五
日
・
教
育
学
）

詮

（
1
）
　
拙
著
『
債
浪
教
育
会
の
学
力
観
・
学
力
静
止
』
（
白
文
社
、
近
刊
）
参
照
。


